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AILSARIC | F1RSMAN | FIRSAD | LGRS | F1RSMD | B1ERICT | F1EGA

BIT5FEHEE | OBEOEE Bix BIT5ENEE | BHEOEE | LA | OMBE
Austria 36.6 13.9 5.1 33.4 5.4 1.8 3.3
Belgium 30.5 24.1 7.3 38.3 3.9 1.5 5.8
Canada 13.6 25.7 3.5 25.8 2.3 0.6 2.9
Denmark 25.6 36.0 9.2 52.5 6.1 3.2 6.0
IFinland 14.4 32.9 4.7 30.1 4.0 1.2 3.5
France 32.9 16.2 5.3 26.0 5.6 1.5 3.9
\Germany 28.2 17.4 4.9 35.5 2.1 0.7 4.2
Ireland 17.7 30.8 5.4 19.4 0.9 0.2 5.3
Italy 29.2 12.6 3.7 30.2 1.8 0.6 3.1
Japan 19.7 15.9 3.1 19.7 6.0 1.2 2.0
Korea 3.6 24.9 0.9 8.0 5.8 0.5 0.4
ILuxembourg 30.6 13.9 4.3 23.8 5.9 1.4 2.8
INetherlands 17.1 315 5.4 24.7 3.4 0.8 4.5
INew Zealand 13.0 34.0 4.4 29.0 1.8 0.5 3.9
Norway 21.7 27.7 6.0 33.2 4.6 1.5 4.5
Sweden 32.7 25.9 8.5 43.2 6.5 2.8 5.7
Switzerland 16.0 29.2 4.7 36.0 12.4 4.5 0.2
United States 9.4 24.8 2.3 25.6 1.6 0.4 1.9
OECP-23 22.0 24.4 5.4 28.3 4.2 1.2 4.2
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図5-1

				0～19歳		20～64歳		65～74歳		75歳以上		65～74歳割合 ワリアイ		75歳以上割合 ウエ ワリアイ

		1950		37,996		41,090		3,052		1,057		3.7		1.3

		1955		38,424		46,104		3,360		1,388		3.8		1.6

		1960		37,375		50,694		3,724		1,626		4.0		1.7

		1965		36,018		56,076		4,307		1,874		4.4		1.9

		1970		33,887		62,502		5,118		2,213		4.9		2.1

		1975		35,169		67,859		6,025		2,841		5.4		2.5

		1980		35,779		70,562		6,988		3,660		6.0		3.1

		1985		35,013		73,526		7,757		4,712		6.4		3.9

		1990		32,493		75,897		8,921		5,973		7.2		4.8

		1995		28,572		78,607		11,091		7,170		8.8		5.7

		2000		25,961		78,731		13,007		8,999		10.3		7.1

		2005		24,090		77,524		14,070		11,602		11.1		9.1

		2010		22,867		74,968		15,173		14,072		11.9		11.1

		2015		22,000		71,227		17,546		16,322		13.8		12.8

		2020		20,720		68,412		17,472		18,720		13.9		14.9

		2025		19,426		66,347		14,971		21,800		12.2		17.8

		2030		18,249		63,716		14,275		22,884		12.0		19.2

		2035		17,235		60,164		15,219		22,597		13.2		19.6

		2040		16,287		55,426		16,814		22,392		15.2		20.2

		2045		15,559		51,670		16,426		22,767		15.4		21.4

		2050		14,787		48,730		14,235		24,170		14.0		23.7

		2055		13,950		46,449		12,581		24,462		12.9		25.1

		2060		13,128		44,309		11,536		23,866		12.4		25.7

		2065		12,374		41,893		11,330		22,479		12.9		25.5

		2070		11,708		39,635		11,051		20,832		13.3		25.0

		2075		11,120		37,427		10,442		19,576		13.3		24.9

		2080		10,559		35,343		9,900		18,497		13.3		24.9

		2085		9,991		33,380		9,371		17,640		13.3		25.1

		2090		9,424		31,711		8,719		16,828		13.1		25.2

		2095		8,887		30,075		8,151		16,011		12.9		25.4

		2100		8,400		28,447		7,837		15,033		13.1		25.2

		2105		7,960		26,867		7,504		14,154		13.3		25.1

		2110		7,548		25,366		7,121		13,397		13.3		25.1

						（出所）国立社会保障・人口問題研究所（2017）「日本の将来推計人口」（中位出生・中位死亡）に基づき作成 シュッショ コクリツ シャカイ ホショウ ジンコウ モンダイ ケンキュウジョ ニホン ショウライ スイケイ ジンコウ チュウイ シュッショウ チュウイ シボウ モト サクセイ
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表5-1

		　　　　		             表5-1 わが国の公的年金制度の現状と年金一元化の具体案 ヒョウ クニ コウ テキ トシ キン セイ ド ウツツ ジョウ ネンキン イチゲンカ グタイ アン



		類  型		   制度分立/保険・税折衷 セイド ブンリツ ホケン ゼイ セッチュウ				 Ａ案：国民皆年金（２階建） アン コクミン ミナ ネンキン カイ ダテ		 Ｂ案：国民皆年金（１階建） アン コクミン ミナ ネンキン カイ ダテ		    Ｃ案：統合社会保険 アン トウゴウ シャカイ ホケン

				日本の現行制度 ニホン ゲンコウ セイ ド				カナダ型		スウェーデン型		アメリカ型 カタ



		仕 組 み		●国民年金：保険料（定額一律） コクミン ネンキン ホケン リョウ テイガク イチリツ				●基礎年金：税、40年居住満額 キソ ネンキン ゼイ ネン キョジュウ マンガク		●最低保障年金：税、40年居住満額 サイテイ ホショウ ネンキン ゼイ ネン キョジュウ マンガク

				　給付費の1/2税 キュウフ ヒ ゼイ				　高所得者は課税により給付削減 コウ ショトクシャ カゼイ キュウフ サクゲン		　緩やかな所得調査付 ユル

				○[公的扶助：税、資力調査付] コウテキ フジョ ゼイ シリョク チョウサ ツキ				○[補足給付：税、所得調査付] ホソク キュウフ ゼイ ショトク チョウサ ツキ		○[公的扶助：税、資力調査付]		○[公的扶助：税、資力調査付] コウテキ フジョ ゼイ シリョク チョウサ ツキ

		 

				●厚生年金：保険料（定率、 コウセイ ネンキン ホケン リョウ テイリツ				●報酬比例年金：保険料（定率、賦 ホウシュウ ヒレイ ネンキン ホケン リョウ テイリツ ミツギ		●報酬比例年金：保険料（定率、賦 ホウシュウ ヒレイ ネンキン ホケン リョウ テイリツ ミツギ		●報酬比例年金：保険料（定率、賦 ホウシュウ ヒレイ ネンキン ホケン リョウ テイリツ ミツギ

				　賦課対象上限有）、定額部分の フカ タイショウ ジョウゲン ア テイガク ブブン				　課対象上限有）、自営業者は任意 カ タイショウ ジョウゲン ア ジエイギョウ シャ ニンイ		　課対象上限有）、自営業者も強制 カ タイショウ ジョウゲン ア ジエイギョウ シャ キョウセイ		　課対象上限有）、自営業者も強制 カ タイショウ ジョウゲン ア ジエイ ギョウシャ キョウセイ

				　給付費の1/2税、自営業者対象外 キュウフ ヒ ゼイ ジエイギョウ シャ タイショウ ガイ				　				　

				○皆年金でない（国年空洞化） ミナ ネンキン クニ ドシ クウドウカ				○自立・自助に反しないか ジリツ ジジョ ハン		○自立・自助に反しないか ジリツ ジジョ ハン		○皆年金をあきらめるか ミナ ネンキン

				○制度間の不公平、第３号問題 セイド アイダ フコウヘイ ダイ ゴウ モンダイ				○増税可能か		○国年と厚生の統合可能か（自営業者 クニ ドシ コウセイ トウゴウ カノウ ジエイ ギョウ シャ		○国年と厚生・共済の統合可能か クニ ドシ コウセイ キョウサイ トウゴウ カノウ

		問 題 点 トイ ダイ テン		○国年の徴収コスト大、逆進性大 コク ネン チョウシュウ ダイ ギャク スス セイ ダイ						等は雇用者分の保険料も負担できるか） トウ コヨウシャ ブン ホケンリョウ フタン		（B案に同じ） アン オナ

				○保険原理の不徹底 ホケン ゲンリ フテッテイ						〇増税可能か ゾウゼイ カノウ

				○高所得者へも税で補助 コウショトクシャ ゼイ ホジョ						○資産があっても税で補助するか シサン ゼイ ホジョ



		（出所）各国資料に基づき作成（イメージであり、正確に制度を表しているわけではない） シュッショ カッコク シリョウ モト サクセイ セイカク セイド アラワ
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		総数								443895

				65歳未満						173266

						 0 ～ 14 歳				24987

						15 ～ 44 歳				52232

						45 ～ 64 歳				96047

				65歳以上						270629

						70歳以上(再掲) サイケイ				226953

						75歳以上(再掲) サイケイ				172064

												割合 ワリアイ

						 0-14 歳		0-14歳 サイ		24987		5.6

						15-44 歳		15-44歳 サイ		52232		11.8

						45 ～ 64 歳		45-64歳 サイ		96047		21.6

						65-74歳 サイ		65-74歳 サイ		98565		22.2

								75歳超 サイ チョウ		172064		38.8

										医療費 イリョウ ヒ		割合 ワリアイ		1人当たり ニン ア

								0-14歳 サイ		2.5		5.6		164.3

								15-44歳 サイ		5.2		11.8		126

								45-64歳 サイ		9.6		21.6		285.8

								65-74歳 サイ		9.9		22.2		566.8

								75歳超 サイ チョウ		17.2		38.8		930.6

																		（出所）厚生労働省「令和元年度国民医療費の概況」に基づき作成 シュッショ コウセイ ロウドウショウ レイワ モト ネンド コクミン イリョウヒ ガイキョウ モト サクセイ

						65-74歳の1人当たり医療費は、手計算で算出 サイ ニン ア イリョウヒ テ ケイサン サンシュツ



図5-2 年齢階級別の国民医療費（2019年度）



0-14歳	[値]
兆円

医療費	2.4986999999999999	15-44歳	[値]
兆円

医療費	5.2232000000000003	45-64歳	[値]
兆円

医療費	9.6046999999999993	65-74歳	[値]
兆円

医療費	9.8565000000000005	75歳超	[値]
兆円

医療費	17.206399999999999	




表5-2

		表5-2 主な医療関係の指標の比較（2019年） ヒョウ オモ イリョウ カンケイ シヒョウ ヒカク ネン



						国民医療サービス クニ ミン イ リョウ				社　会　保　険 シャ カイ ホ ケン								私的保険中心 シテキ ホケン チュウシン

						スウェーデン		イギリス		ドイツ		フランス		日本 ニホン		オランダ		アメリカ

		医療費 イリョウヒ		対GDP比、％ タイ ヒ		10.9		10.2		11.7		11.1		11.0		10.2		16.8

				1人当たり,USD/PPP ニン ア		5,552		4,500		6,518		5,274		4,691		5,739		10,948

		医師 イシ		人口1000人比 ジンコウ ニン ヒ		4.3		3.0		4.4		3.2		2.5		3.8		2.6

		看護師 カンゴシ		人口1000人比 ジンコウ ニン ヒ		10.9		8.2		14.0		11.1		11.8		10.7		12.0

		薬剤師 ヤクザイシ		人口10万人比 ジンコウ マン ニン ヒ		79.0		87.0		67.0		103.0		190.0		21.0		95.0

		医者1人当り診療回数 イシャ ニン アタ シンリョウ カイスウ		年間回数 ネンカン カイスウ		625		-		2,230		1,880		5,011		2,369		-

		国民1人当り診療回数 コクミン ニン アタ シンリョウ カイスウ		年間回数 ネンカン カイスウ		2.6		-		9.8		5.9		12.5		8.8		-

		CT/MRI/PET		人口100万人比 ジンコウ マンニン ヒ		45.1		16.5		71.3		36.0		171.3		33.2		90.8

		病床数 ビョウショウ スウ		人口1000人比 ジンコウ ニン ヒ		2.1		2.5		7.9		5.8		12.8		3.1		2.8

		平均入院日数 ヘイキン ニュウイン ニッスウ		日数 ニッスウ		5.6		6.9		8.9		8.8		16.0		5.0		6.1

		（出所）OECD Healht Statisticsに基づき作成 シュッショ モト サクセイ





表5-3

		表5-3 高齢医療制度のあり方に関する案 ヒョウ コウレイ イリョウ セイド カタ カン アン



		①独立保険方式 ドクリツ ホケン ホウシキ		②突き抜け方式 ツ ヌ ホウシキ		③リスク構造調整方式（分離型） コウゾウ チョウセイ ホウシキ ブンリ カタ		④リスク構造調整方式（統合型） コウゾウ チョウセイ ホウシキ トウゴウ カタ		⑤高齢者医療・国保一体方式 コウレイ シャ イリョウ コクホ イッタイ ホウシキ		⑥完全一元化方式 カンゼン イチゲンカ ホウシキ



		全ての高齢者が独立した制度に
加入し、公費・支援金・保険料で賄う
 スベ コウレイシャ ドクリツ セイド カニュウ コウヒ シエンキン ホケンリョウ マカナ		被用者OBの高齢者は被用者保
険に残り支援を受ける、国保
には一般財源が必要
 ヒヨウシャ コウレイシャ ヒヨウシャ ホ ケン ノコ シエン ウ コクホ イッパン ザイゲン ヒツヨウ		高齢者はそれぞれの保険に加入し
リスク構造調整 コウレイシャ ホケン カニュウ コウゾウ チョウセイ		国保・被用者保険それぞれ都道府県単位で統合しリスク構造調整（最終的には全ての保険を都道府県単位で統合） コクホ ヒヨウシャホケン トドウフケン タンイ トウゴウ コウゾウ チョウセイ サイシュウ テキ スベ ホケン トドウフケン タンイ トウゴウ		国保を都道府県単位で統合し、
高齢者を含めて一体的に運営

 コクホ トドウフケン タンイ トウゴウ コウレイシャ フク イッタイ テキ ウンエイ		全ての保険を一元化し、制度間
の負担と給付の格差を解消

 スベ ホケン イチゲンカ セイド アイダ フタン キュウフ カクサ カイショウ

		医療費がかかる高齢者に特化し
た運営ができるが、年齢による
差別となる。被用者保険等からの支援により財政規律が低下 イリョウヒ コウレイシャ トッカ ウンエイ ネンレイ サベツ ヒヨウシャ ホケン トウ シエン ザイセイ キリツ テイカ		被用者は助け合うことができる
が、高齢期においても制度によ
る相違が残る。国保への支援が必要であり財政規律を低下 ヒヨウシャ タス ア コウレイ キ セイド ソウイ ノコ コクホ シエン ヒツヨウ ザイセイ キリツ テイカ		年齢による差別はないが、制度によ
る相違が残る。被用者の負担を抑えるためには国保に一般財源を投入する必要 ネンレイ サベツ セイド ソウイ ノコ トウニュウ		年齢による差別はないが、被用者保
険の統合、更には全ての保険の統合
は難易度が高い ネンレイ サベツ ヒヨウシャ ホ ケン トウゴウ サラ スベ ホケン トウゴウ ナンイド タカ		年齢による差別はないが、高齢
者が多い国保への財源的な支援が問題となる。被用者保険からの支援は財政規律を低下 ネンレイ サベツ コウレイ シャ オオ コクホ ザイゲン テキ シエン モンダイ ヒヨウシャ ホケン シエン ザイセイ キリツ テイカ		年齢や制度による差別はないが、都道府県単位で統合する場合は④と同じ問題 ネンレイ セイド サベツ トドウフケンタンイ トウゴウ バアイ オナ モンダイ

		（出所）第４回高齢者医療制度改革会議（2020年3月6日）資料に基づき作成 シュッショ ダイ カイ コウレイシャ イリョウセイド カイカク カイギ ネン ガツ ヒ シリョウ モト サクセイ
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